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昨
年
十
二
月
二
十
八
日
、
日
本
政

府
は
、「
慰
安
婦
」
問
題
の
日
韓

「
合
意
」
に
よ
っ
て
、「
日
本
政
府

が
軍
の
関
与
と
政
府
の
責
任
を
認

め
、
韓
国
政
府
が
あ
ら
た
に
設
立

す
る
財
団
に
一
〇
億
円
拠
出
す

る
」
と
表
明
し
た
。「
国
交
五
〇

年
、歴
史
的
決
断
」「
日
韓
、苦
心
の

着
地
点
」「
日
韓
関
係
、
新
た
な
時

代
」
と
マ
ス
コ
ミ
は
書
き
た
て
、

朝
日
新
聞
社
が
一
月
十
六
日
、
十

七
日
に
行
な
っ
た
全
国
世
論
調
査

で
は
、
こ
の
「
最
終
的
か
つ
不
可

逆
的
」
な
「
合
意
」
を
評
価
す
る

回
答
が
六
三
％
に
も
上
っ
た
。
安

倍
内
閣
の
支
持
率
は
、
前
月
比
四

ポ
イ
ン
ト
上
が
り
、
四
か
月
連
続

上
昇
で
四
五
・
二
％
に
な
っ
た
。

日
米
韓
軍
事
同
盟
の
強
化
に
と
っ

て
目
の
上
の
た
ん
こ
ぶ
で
あ
っ
た

「
慰
安
婦
」
問
題
を
「
決
着
」
さ

せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
倍
政
権

は
集
団
的
自
衛
権
行
使
・
戦
争
す

る
国
体
制
へ
大
き
く
歩
を
進
め

た
。
安
倍
首
相
に
と
っ
て
「
合

意
」
に
あ
る
「
軍
の
関
与
、
責
任

を
痛
感
」「
心
か
ら
の
お
詫
び
反

省
の
気
持
ち
」
の
よ
う
な
口
先
だ

け
の
表
明
な
ど
、
こ
れ
か
ら
晴
れ

て
堂
々
と
憲
法
を
変
え
「
日
本
の

誇
り
」
を
取
り
戻
し
軍
事
体
制
構

築
に
む
か
う
こ
と
に
比
べ
れ
ば
な

ん
で
も
な
い
。

戦
後
七
〇
年
安
倍
談
話
と
同
様
、

見
せ
か
け
、
う
わ
べ
だ
け
の
た
だ

の
言
葉
の
羅
列
に
す
ぎ
ず
、
譲
歩

し
た
と
の
見
方
を
す
る
人
た
ち
も

い
る
が
、
決
し
て
「
批
判
を
鑑
み

た
」
も
の
で
も
な
い
し
「
姿
勢
を

改
め
た
」
も
の
で
も
な
い
。
ま
し

て
や
「
大
き
な
意
味
が
あ
る
」
も

の
で
も
な
い
。

法
的
責
任
を
回
避
す
る

日
本
政
府

日
本
政
府
は
、
一
貫
し
て
戦
争
責

任
を
あ
い
ま
い
に
し
、
戦
後
補
償

を
二
国
間
条
約
・
協
定
で
解
決
済

み
と
し
て
被
害
者
の
国
家
賠
償
請

求
か
ら
逃
げ
ま
わ
っ
て
き
た
。

「
慰
安
婦
」
問
題
に
か
ん
し
て
、

一
九
九
五
年
、
国
民
基
金
＝
女
性

の
た
め
の
ア
ジ
ア
平
和
国
民
基
金

を
発
足
さ
せ
、
民
間
か
ら
「
償
い

金
」
を
集
め
、
本
来
は
当
然
に
も

日
本
政
府
が
と
る
べ
き
法
的
責
任

を
日
本
「
国
民
」
全
体
へ
と
責
任

転
嫁
し
た
。
こ
の
国
民
基
金
は
、

被
害
当
事
者
や
、
支
援
団
体
と
協

議
す
る
こ
と
な
く
始
め
ら
れ
、
日

本
軍
「
慰
安
婦
」
制
度
が
、
天
皇

を
頂
点
と
し
た
国
家
が
犯
し
た
戦

争
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
ぼ

か
す
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ

れ
は
、「
慰
安
婦
」
被
害
者
、
お

よ
び
支
援
す
る
団
体
・
個
人
の
間

に
「
償
い
金
」
の
授
受
な
ど
を
め

ぐ
っ
て
分
裂
、
動
揺
を
起
こ
し
傷

を
残
し
た
。
今
回
の
「
合
意
」

は
、
国
民
基
金
と
同
じ
よ
う
に
国

家
の
責
任
逃
れ
を
「
国
民
」
に
認

め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

朴
槿
恵
政
権
お
よ
び
親
日
勢
力
で

あ
る
韓
国
の
独
占
資
本
は
、
韓
国

国
内
で
の
反
日
感
情
を
何
と
か

「
正
常
化
」
さ
せ
、
経
済
発
展
・

貿
易
発
展
に
結
び
つ
け
た
い
と
や

っ
き
に
な
っ
て
い
る
。
韓
国
史
教

科
書
を
国
定
化
し
て
、
植
民
地
正

当
化
＝
近
代
化
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

植
え
付
け
、
反
対
派
を
弾
圧
し
な

が
ら
強
行
し
て
い
る
。

日
本
で
は
三
分
の
二
の
回
答
が

「
合
意
」
を
評
価
し
た
が
、
韓
国

で
は
支
配
層
の
執
拗
な
攻
撃
に
も

め
げ
ず
、
三
分
の
二
の
六
六
％
が

「
合
意
」
に
反
対
し
て
い
る
。
五

〇
年
前
の
日
韓
条
約
の
時
と
同
じ

よ
う
に
日
本
政
府
の
態
度
は
、
植

民
地
支
配
に
対
す
る
根
本
的
反
省

が
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
植
民
地
支

配
を
清
算
・
正
当
化
し
て
い
る
こ

と
に
韓
国
人
民
は
怒
り
心
頭
に
発

し
て
い
る
。

国
際
社
会
と
被
害
者
た

ち
の
闘
い

日
本
政
府
は
、「
合
意
」
に
あ
る

「
新
た
に
設
立
す
る
財
団
は
、
事

業
で
あ
り
賠
償
で
は
な
い
」
こ
と

を
強
調
し
、
一
〇
億
円
の
拠
出
と

引
き
換
え
に
ソ
ウ
ル
の
日
本
大
使

館
前
の
少
女
像
（
平
和
の
碑
）
撤

去
を
繰
り
返
し
迫
っ
て
い
る
。
こ

の
像
は
、
韓
国
挺
身
隊
問
題
対
策

協
議
会
（
以
下
、
挺
対
協
）
が
設

置
し
た
「
慰
安
婦
」
制
度
被
害
者

た
ち
の
た
た
か
い
の
象
徴
で
あ

る
。
挺
対
協
は
発
足
か
ら
二
六

年
、
被
害
者
を
支
え
な
が
ら
「
被

害
者
た
ち
へ
の
謝
罪
と
賠
償
」
の

た
め
に
韓
国
国
内
ば
か
り
で
な
く

世
界
各
国
へ
渡
り
、
地
道
に
活
動

し
て
き
た
。
こ
の
行
動
は
、
国
連

や
、
欧
米
を
は
じ
め
と
し
た
各
国

議
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
数
々
の

勧
告
や
決
議
の
採
択
を
導
き
だ
し

た
。
挺
対
協
は
、
こ
れ
か
ら
三
八

七
団
体
に
及
ぶ
賛
同
団
体
と
と
も

に
「
韓
日
日
本
軍
慰
安
婦
合
意
の

無
効
化
と
正
義
の
た
め
の
全
国
行

動
」
を
発
足
さ
せ
、
日
本
政
府
の

一
〇
億
円
を
拒
否
し
て
募
金
運
動

を
始
め
る
。

日
本
軍
「
慰
安
婦
」
制
度
は
、
非

人
道
的
な
性
奴
隷
制
で
あ
り
、
国

際
法
違
反
、
政
府
に
法
的
責
任
あ

り
と
い
う
認
識
が
国
際
社
会
で
は

定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
日
本
政
府
は
こ
れ
ら
の
動
き

に
逆
行
し
て
一
貫
し
て
責
任
を
と

ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
政
府
を
、

植
民
地
支
配
・
戦
後
補
償
に
対
し

て
無
自
覚
で
あ
り
、
無
責
任
な
日

本
人
が
支
え
て
い
る
。
教
科
書
か

ら
記
述
が
な
く
な
っ
て
も
、
日
本

政
府
が
、
デ
マ
・
ご
ま
か
し
で
意

識
操
作
を
し
よ
う
と
も
、
日
本
帝

国
主
義
が
起
こ
し
た
戦
争
犯
罪
の

事
実
は
変
わ
ら
な
い
。
戦
争
責
任

は
な
く
な
ら
な
い
。

「
責
任
者
、
天
皇
を
処
罰
せ
よ
」

と
叫
び
、
無
念
に
亡
く
な
っ
て
い

っ
た
大
勢
の
日
本
軍
「
慰
安
婦
」

制
度
の
被
害
者
た
ち
に
、
謝
罪
と

補
償
は
応
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。毎
週
水
曜
、凍
て
つ
く

ソ
ウ
ル
の
地
で
「
わ
た
し
た
ち
の

若
い
学
生（
支
援
の
高
校
生
、大
学

生
）
や
子
孫
に
苦
痛
が
戻
っ
て
く

る
」
と
公
式
賠
償
と
法
的
責
任
を

日
本
政
府
に
迫
る
高
齢
（
九
〇
歳

前
後
）の
被
害
者
た
ち
。彼
女
た
ち

は
戦
争
が
ふ
た
た
び
引
き
起
こ
さ

れ
る
こ
と
を
誰
よ
り
も
危
惧
し
て

い
る
の
だ
（
一
九
九
二
年
一
月
か

ら
韓
国
日
本
大
使
館
前
で
の
抗
議

行
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
毎
週

水
曜
日
に
行
な
わ
れ
る
の
で
「
水

曜
デ
モ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）。

敢
然
と
日
本
政
府
に
立
ち
向
か

い
、
人
権
の
歴
史
を
前
進
さ
せ
て

き
た
被
害
者
た
ち
と
と
も
に
闘
お

う
。
韓
国
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア

諸
国
の
日
本
の
侵
略
戦
争
と
植
民

地
支
配
の
責
任
を
追
及
す
る
人
民

と
連
帯
し
よ
う
。�【
倉
田
智
恵
子
】

（
関
連
記
事
三
面
）

「
慰
安
婦
」問
題
日
韓
合
意
は
無
効

日
米
韓
の
戦
争
政
策
と
対
決
し
よ
う
！
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国
際
婦
人
デ
ー
３
・
５
東
京
集
会
へ
参
加
を

●
日
時　

３
月
５
日
㈯　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
会

●
場
所　

文
京
区
男
女
平
等
セ
ン
タ
ー

●
資
料
代　

一
〇
〇
〇
円（
学
生
五
〇
〇
円
）

●
基
調
報
告　
「
進
行
す
る
総
動
員
体
制
と
女
性
の
た
た
か
い
」倉
田
智
恵
子（
集
会
実
行
委
員
）

●
そ
の
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム　

た
た
か
い
の
現
場
か
ら
の
報
告（「
慰
安
婦
」問
題
／
沖
縄
・
反
基
地
／
労
働
現
場
か
ら
）

た
た
か
い
の
中
で
生
ま
れ
た
歌 

※
集
会
終
了
後
デ
モ
行
進
を
し
ま
す
。


